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　市内のスポーツ施設などでスポーツフェスティバル
を開催しました。この催しは、スポーツに親しみを持
つとともに、参加者同士の親睦と交流を深め、健康的
な生活を送ることを目的として毎年行っています。

　この日はあいにくの雨で屋外競技が中止
になり、卓球、バレーボール、カローリング、
ゲートボールの４つの競技のみの開催とな
りました。
　参加者はスポーツを通して地域の絆を深
めました。

第 11 回伊賀市民スポーツフェスティバル
（11 月８日）

スポーツの秋

まちかど通信

▲ ▲卓球は団体戦と個人戦が行われ、
　選手達は真剣な眼差しで試合に集
　中していました。

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

馬場水道工務店 渋木工業 ㈱竹本工業 井之坂工業㈱ ㈱東邦設備 上野ガス㈱ ㈱松山工業所
℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
中山成業㈱ 名阪設備工業㈱ ㈲新田設備工業 山田ポンプ店 ㈱岡本住設 ㈲池田設備工業 ㈲シブキ設備

℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
富士設備 上野都市ガス㈱ ㈱双葉設備 ㈱中江設備 前田商店 吉田電機商工㈱ 清水左官設備

℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
㈲伊東住設 ㈲柘植電気工業所 菊山設備 ㈲ヤマハン 須崎水道工業 岡村建設 植田建設

℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
奥建設㈱ ㈲中西建設 ㈲林組 中村土木 ㈲土田建設 中林水道 藤森工務店

℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
㈲後藤工作所 福岡設備工業㈱ 吉岡鉄工所 福井工業㈲ ㈲廣塚鉄工
℡ ℡ ℡ ℡ ℡

地元組合加盟の指定水道工事店に
お気軽にご相談下さい

«経済産業省認証　　官公需適格組合»

伊賀市指定　　　　伊賀市上下水道協同組合
〒518-0131伊賀市ゆめが丘1丁目１番地の４

　　　　　　　   　電話  <0595>24-0560　FAX 24-0560

　ハイトピア伊
賀で、パパと子
どもの料理教室
を開催しました。

　この教室は、ほとんど料理を作ったこ
とのない父親を対象に、子どもと一緒に
楽しく料理をするために毎年開催してい
るものです。
　今回は「休日のパパごはん」をテーマ
に、オムライス・ハンバーグ・サラダの
ワンプレート料理、さつま芋の蒸しパン、
レタスとベーコンのトマトスープ作りに

挑戦しました。
　父親は慣れない手つきで苦戦しながら
も、すべての料理ができあがると安堵の
表情を浮かべ、子どもは目の前のおいし
そうな料理を食べる
のを待ちわびている
様子でした。
　今回は６組の親子
が参加し、料理を作
ることを通して休日
の子どもとの楽しい
時間を過ごしました。

パパと子どもの料理教室（11 月８日）

パパ、かっこいい！

▲▲親子で協力しながら仲
　良く料理をする様子。

▲初めに講師の松永啓子
　さんがレシピの説明を
　しました。

▲ゲートボールには27チームが
　参加し、日頃の練習の成果を
　発揮しました。
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「伊賀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に
ついて、わかりやすく解
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　ハイトピア伊賀で忍者・忍術学講座を開催しま
した。今年度の後期のテーマは「城と忍者」で、
第２回となる今回は、「上野城築城と城下町」と題
して、伊賀文化産業協会理事の福井健二さんが講
演を行いました。
　講師は、伊賀上野城の城主であった藤堂高虎の
生涯について説明したあと、城下町絵地図を見な
がら、高虎が行った伊賀上野の城下町づくりにつ
いて話しました。

▲▲この日は約100人が参加
　し、藤堂高虎の作った城下
　町について学びました。

伊賀連携フィールド市民講座
第２回「忍者・忍術学講座」（11 月 14 日）

城下町に思いをはせて


